数-10-公-栃木-問-06
	 eq \o\ac(□,６)
図１のような片方の面が白でもう片方の面が黒のメダルが何枚かある。
また，図２のように1から10までの数が1つずつ書かれた10枚のカードがあり，この中から何枚かを同時にひき，それらのカードに書かれた数の和を求め，次の【操作】を行う。ただし，1枚だけひくときは，そのカードに書かれた数を和とする。
	図１
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図２
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	【操作】

最初にすべてのメダルを白が上になるように横一列に並べる。カードに書かれた数の和の枚数だけ，メダルを左EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(はし),端)から右へ順に1枚ずつ裏返していく。ただし，右端のメダルまで裏返しても，裏返そうとしている枚数に足りないときは，左端のメダルにもどり裏返しを続けるものとする。

	メダルの色については，メダルの上の面の色を考えるものとする。

例えば図３のように，メダルが全部で5枚あり，[image: image3.png]


 と [image: image4.png]


 の2枚のカードをひいたときは7枚裏返すことになるから，【操作】が終了すると，メダルは左から2番目までは白で，その他は黒になる。

このとき，次の問１，問２に答えなさい。
	図３
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問１
メダルが全部で5枚あるとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。

(1)
カードを1枚だけひいて【操作】を行う。【操作】が終了したとき，4枚のメダルが黒になる確率を求めなさい。

	(2)
カードを2枚ひいて【操作】を行う。【操作】が終了したとき，メダルは図４のようになった。2枚のカードそれぞれに書かれている数として，考えられるものを1組書きなさい。
	図４
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問２
Aさんはメダルを10枚，Bさんはメダルをn枚持っている。Aさんがカードを何枚かひき，Aさん，Bさんそれぞれが【操作】を行う。例えば，Aさんがひいたカードに書かれた数の和が3のとき，Aさんも3枚，Bさんも3枚，自分のメダルをそれぞれ裏返すことになる。

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。

(1)
Aさんは右端のメダルを白から黒に2度目に裏返したところで【操作】が終了した。また，Bさんは左から2番目のメダルを白から黒に3度目に裏返したところで【操作】が終了した。このとき，nについての方程式をつくり，nの値を求めなさい。ただし，途中の計算も書くこと。

(2)
【操作】が終了したとき，Aさん，Bさんともに，すべてのメダルが黒になった。考えられるnの値をすべて求めなさい。ただし，nは10より小さい自然数とする。
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